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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 * 3 6 3 7 2 2 0 2 1 3 3 3 0 0
8 0 0 0 5 7 0 0 3 0 0 0 0 0 1 0
9 * 0 1 7 13 0 0 0 5 5 10 4 6 2 1
10 * 0 1 7 9 0 2 1 2 5 7 0 2 1 0
11 0 0 0 2 5 0 0 1 1 1 2 0 0 1 0
12 0 4 7 1 5 0 0 2 1 1 2 1 1 0 0
17 0 1 1 0 2 2 2 0 1 0 1 1 0 0 0
24 * 0 0 3 9 3 4 3 5 9 14 2 7 1 1
33 * 0 2 2 5 1 2 4 0 3 3 1 7 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
8 18 30 62 8 12 14 17 25 42 12 26 6 2

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
4 * 0 1 2 6 0 0 1 2 1 3 0 0 0 0
5 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2 0 0 0
6 * 0 3 0 1 1 2 1 1 2 3 1 2 0 0
7 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8 * 0 4 2 5 0 0 1 1 7 8 2 1 3 0
12 0 1 2 1 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
13 * 1 2 5 13 4 6 1 0 2 2 2 0 0 1
14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
15 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
16 0 0 0 5 8 0 0 3 2 1 3 0 1 0 0
18 0 0 1 2 3 0 0 2 1 2 3 2 0 0 0
20 * 0 0 7 14 5 5 4 5 7 12 2 1 1 1
21 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0
22 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0
27 0 0 2 0 1 2 2 1 0 0 0 0 1 0 0

0 0 0 0 0
2 16 26 55 12 15 19 12 23 35 13 7 5 2

近畿大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト
試合ＮＯ 160

92 70

敗チーム

びわこ成蹊ｽﾎﾟｰﾂ大学

男子

戦評
【総括】平成28年度関西学生バスケットボール新人戦 4強をかけた一戦は、優勝候補である同志社大学を破って
勝ち上がってきた近畿大学と、格上である強豪天理大学を破ったびわこ成蹊スポーツ大学との一戦となった。前
半は近畿大が優位に試合展開を保とうとしたが、びわこのペイントエリアを固めたデフェンスがそれを阻み、近畿
大からリードを奪う。後半の出だしは、びわこの身体を活かしたデフェンスが更に冴え、最大10点リードを奪うが、
それに対して器用にオフェンススタイルを変えた近畿大が逆転に成功。一辺倒なオフェンス展開となってしまった
びわこに近畿大は着実にリードを広げていく。20点リードを奪った段階で、近畿大は得意のセットプレーで様々な
得点バリエーションを展開。びわこに付け入る隙を与えなかった。#17上村が3Pシュートを沈めて92-70で試合終
了。近畿大は5人が2桁得点挙げるバランスの良さを見せた。一方で中盤まで食らい付いたびわこは、格上相手に
自らのスタイルで堂々と闘い抜き、来シーズンへ向けての糧となっただろう。そして今大会のダークホースとなって
見事4強入りを果たした近畿大は優勝を果たすべく明日のゲームに挑む。
【第1ピリオド】
出だしは近畿大ペースを握る。緻密なハーフコートオフェンスで#9濱高、#24今村がセカンドチャンスで得点に繋
げる。追い討ちを掛ける如く#6藤原の連続3Pシュートとジャンパーで残り5分で20-10とリード。びわこは#8山口が
ペネトレイトでオフェンスを作るが、単発でリズムを掴めない。近畿大が9点リードで第1ピリオド終了。狙いどころで
しっかり得点を重ね相手に威厳を見せつけた。一方でびわこは一辺倒なオフェンス展開で打開策を打ち出すこと
は出来るのか。
【第2ピリオド】
やはりびわこはペースを掴めないが、#20石川がインサイドで奮迅。決死で食らい付く。近畿大の連続ターンオー
バーで点差を3点差まで縮める。だがここで慌てる近畿大ではない。＃10勝村の連続得点で応戦。ブレイクを生
み出し15点差までびわこを追い詰める。しかし後がないびわこは残り3分のから怒涛の追い上げを展開し、逆転に
成功。近畿大はディフェンスが上手く機能せずに追い上げを許してしまった。対するびわこは外角のシュートを決
めきれない分、フィジカルを活かしたリバウンドでセカンドチャンスを得点に繋げた。
【第3ピリオド】
びわこはインサイドを徹底的に攻め、#20石川が連続得点し、リードを9点に広げる。近畿大は強固なびわこのペイ
ントエリアを攻略することができないが、セットオフェンスからアーリーオフェンスを起点にスタイルを変え、1分間で
1点差まで詰め寄る脅威の追い上げに成功。たまらずタイムアウトを要求したびわこだが、これが裏目に出てしま
い近畿大にゾーンプレスを敷かれてしまう。#12金子の連続3Pシュートで、みるみる点差は開いてしまい今度は近
畿大が8点リード。びわこはスモールラインナップで#12岡田が連続得点。5点ビハインドで第3ピリオド終了。
【第4ピリオド】
近畿大#12金子が3本目となる3Pシュートを沈めたのを皮切りに近畿大のオフェンスは爆発。びわこを一気にたた
み掛ける。なんとか状況を打開したいびわこだが、ここで手を緩める近畿大ではない。1on1で攻めるびわこに堅い
対人デフェンスで幾度もミスを誘発。残り4分で18点までにリードを広げ、得意のセットプレーの幅を見せつける。
びわこは最後まで諦めない姿勢を見せたが、惜しくも及ばず。近畿大が4強入りを果たした。

主審

関西学生バスケットボール連盟

佐々木 未央(関西学連)戦評生島 匡 副審 志村 伊織

記録

準々決勝 勝チーム

試 合 日 2016.12.10
近畿大学開始時間 14:30

会　　場 近畿大学記念会館

五十嵐 正也 10 18

勝村 圭介 14 25

Ｓ 選　手　名 ＦＴ MIN

藤原 翔真 17 31

AS ST BSTOPTS ３Ｐ ２Ｐ

0 - -

14 22

濵高 康明 14 34

0 -

0 -
-

濱田 貴流馬 5 28

田上 元己 4 10
金子 隆太

-

0 - -

上村 哉太 5 4
今村 拓夢 9 28

-
0 - -

合　　　計 92

0 -

200
RATE 44.4% 48.4% 66.7%

びわこ成蹊ｽﾎﾟｰﾂ大学

№ Ｓ 選　手　名 ２Ｐ ＦＴ ＦPTS

Team / Coach: 禿 正信

豊田 湧一朗 4 22

ST MINTO AS

岡田 雅樹 5

片山 博翔 2
木村 郁斗 1

REBOUND３Ｐ BS

仲 陸斗 0 12

4

RATE 12.5%

4

4

47.3% 80.0%
200

岡田 龍明

今井 稜 17 27

林 隼輔 10 27

松田 大樹 0 2
高橋 大輝 0 2

２０１６年度関西学生バスケットボール新人戦

Team / Coach: 伊戸 重樹 -
合　　　計 70

木村 敬貴 2
富田 秀聡 2 2

11
25

濱川 優 0 9
石川 敦裕 19

2
山口 直紀 4 24

27


